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服飾デザインに見る呪的な問題について
一一鉄鉱(武具)・小札(飾板)と羽毛のかかわりを中心として一一
今木加代子
はじめに
族の字(矢の方の入・モンゴル)の示す如くに，モンゴルを中心とした欝馬遊牧民文化繁栄
の頃，錬金持fの発達による鋸剣・馬の諦扶による強力な罵翁・畿のつく弓矢による強鞍な梼射
これら鉄製の武器を持つモンゴルの戦法は 一時期正大なユーラシアの大窪をも制覇してい
る。
その線金術から生み出される様々な形，即ち銅剣は長方形を，鎌は小さな菱形を，同じく式
具の鐘の飾板は小さな菱芳三又l立小判型となっている。
各様の形にデザインされる武具のアイデア源が，シャマニズムのシンボ、ル烏の翼の“一本の
羽毛"にあろうことを，記述の無い口伝の世界，具象化された造形物を基に比較検討しつつ解
明しようとする。
1 鋸剣とj蚤切羽について
写真 1 古来銅剣のことを「青銅の神々Jとも 取っ手の形の語違で「鋸矛{どうほこ)Jとも
呼ばれている。よく観察すると 中央縦に羽軸のような線が走り，又葉販のような斜稼が何本
か浮き出しており，“一本の羽毛"のスケッチと解釈される。その所以について，
写真2 r倭国 一邪馬台匿と大和王権-J軒別展覧会の函録によると，島根県荒神谷遺跨の調
査の景で，このような山の斜面に，写真3 358本の鋸剣が，長短変化のある 4段のパネル状
の集合体で埋約されていたことが記されている。
一「銅鐸に比べ，武器形祭器には 11m!だけが単独で埋納された例は少なく，複数値が一括
して埋納された例が多いJ-
図1 これはカルガモの更羽期風切羽が新生する絵で，羽毛の新生は脇の下から生え変わり，
動指物共に常に新しい芽生えは神聖視されるもので 写真4 鷲みみずくを装うシャマンの呪
衣の抽も，このような細く切った皮紐で患切羽が表現されている。写真3 この山の斜面に固
まり埋納された錦剣は 翼を広げた患の形と解釈され 一本の銀銭は最も長い形の風切羽をア
レンジしているものと解釈出来る。
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写真 1 武器形祭器 写真2 銅鐸.掘矛埋納地点の調 写真3 埋絹された 358本の
査民景(島根荒神谷遺跡) 銅剣(島摂荒神谷遺
跡)
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写真6 シャマンの背面意亘 写莫7 短剣・鉄蟻・ヤス状鉄
製品(京都恵解出吉墳1
写真 10 オルドスの騎馬武人踊 写真 II モンゴルの鎧
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写真 12 アイヌの度紐鎧
写真4 ヤクートの呪衣の抽
写真8 黄金人関の衣の飾板
写真13 日本の赤章或鎧
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2 識と羽縁の摩滅後の形について
写真5 京都長需京市恵解出(いけのやま)古墳かち発揮の副葬品は，このような形で縦に細長
く6パネルに並び埋納されており，これらは写真6のように呪衣の背に見るく烏の尾 )liと解
釈され写真7に見るような長短種々の鉄鍛の集合となっている 5
密 2 各種の羽のスケッチになるが，写真 7と比較すると，最長の羽が据剣，右端の羽縁の
章滅した菱%が畿の形にアレンジされていることが解る c
武器形の祭器ながらもこれらの鉄識は，各種の羽毛の彰がアレンジされていることになり，
シマニズムの鳥の羽毛に託される飛鶏の楕願が，青銅の武器にも秘められていることになって
いる。
3 小札(鋳板)と羽毛について
写真8.9 騎馬民族を代表するスキタイのサカ族，その黄金人間の復元であり，写真8はそ
の衣服の錦較で，このような小さな菱形を寂っている。これ辻写真7の鍛とも同じ形であ
り，従て衣に埋め尽くされている鋳板弘武器としての銭も，シャマニズムのシンボル鳥の
‘一本のっ羽毛"がア千デア諜であることが解る。
写真 10 中国とモンゴルの境に位置するオルドスの騎馬武人の踊で シャマニズムの思想、で
はシャマンが必ず手にする太鼓は馬を，バチはムチを意味し，打つ太鼓の膏と共に，鷲みみず
くに変装したシャマンが天馬の如くに疾走する。或いは飛べない人も，鳥の如くに飛期の願望
が叶う演出ともなっている2jo 当騎馬武人の踊も，馬の胸毛と鐘の胸とは再じ小判形で描かれ
ており，図 2にも見る小半日形の羽毛が，鎧の小札の原形と解釈出来るむ
写藁 11 モンゴルの鎧で，鉄製の小札が並べられており，
写真 12 これは背にあてがうアイヌの長経鎧で，はっきりと棄がアレンジしており，鎧と辻
小札，即ち羽毛一枚一枚を，丹念に祈りを寵めた経で，連ねなければならない様式が生じるこ
とにもなっている。
写裏 13 司本の平安時代の鎧にも，赤章威鎧(あかがわおどしよろしサ等とあり，革と鉄の小札
を交え，赤い色の章(このかわの字は，なめし皮)で誠すなど， B本に入ると織す紐iこも又，多
くの呪的祈願が寵められてもいくようである。
?
と め
兼がね 鋸剣につく複数の杉綾紋の必然性に疑問を抱いていたが 日本の地ながらも島
根の，しかも出の斜面に 358本もの集合体で埋納されていた武器形祭器の並び、方に“翼を広
げた鳥"の姿を見。 併せて小さな菱形の鎌，その先の尖りなどは何の疑いもなく，物を突き東日
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すための磯詫本位のデザインと患っていたが，サカ族・黄金人需の衣の節板とも同形で，最も
小さな羽毛と同じ形を取っている。
未だ科学的知識も乏しい原始の頃，大地と宇富の設なす営みを神秘と捕らえ，天地の簡を自
由に飛びかう鳥を神へのイ吏者とし，自由な飛麹力を至副のシンボルとするシャマニズ、ムの思想、
が，今ヨさiまどの疑障も蕪いような鎧の，特に織された小札の様式に，満ち満ちているように
考察してする。今後出これらの思想を多分に含み持つであろう，民族衣裳の意匠についても記
す期を得たいものと準需を進めている。
? ?
